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第 4 回定例会で追加補正予算が可決されました（詳しくは次のページ）。この中には各種支援

事業など経済対策が盛り込まれています。 

このような支援事業はたびたび実施されますが、わたし

は支援が必要なのに届かない、いわゆる支援の谷がない

かという点に注目しています。今回の事業では高齢者や

低所得世帯を対象とするものがありません。ほかにも毎回

支援が当たらないという方には、例えば卒業後に非正規

でしか就職できなかった若年層や、いくつもアルバイトを掛

け持ちする氷河期世代の方など、働いても苦しい生活をさ

れている方（いわゆるワーキングプア）もいらっしゃると思います。特定の層に偏りすぎることなく、

こうした人にも支援が行き渡るよう予算編成・制度設計をしていく必要があると考えており、予算特

別委員会で質問しました。直ちに反映させることは難しくとも、議事に残すことで次回以降の予算

案作成の際に考慮する材料となります。 

人材確保緊急支援事業など、同様の事業が定期的に実施されることや、以前と同じ対象範囲

で実施される事業も少なくありません。そのため、制度の問題点を収集し、次回に活かすことが大

切です。例えば事業者から「売り上げの減少が要件になっているが、仕入れ価格が上がって利益

率が大幅に下がっているのに売り上げが変わらないので対象にならない。」といった声があり、今

回の「中小・小規模企業省エネ・デジタル環境整備緊急対策事業費」では付加価値額の減少も要

件とすることが可能になっています。「申請が難しい」「予算切れで対象にならなかった」「すでに対

象となるものを購入しており申請するタイミングが合わなかった」「知らないうちに期限が過ぎてい

た」など、お預かりしたご意見ご感想などを議会で取り上

げながら制度の改善に努めています。 

活用できそうな事業はありますか？みなさまの率直なご

意見をお寄せください。 
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第 4 回定例会で可決された追加補正予算について

お知らせします。価格高騰等経済対策の各種補助金

が盛り込まれています。それぞれ関連するものを確認

の上、ご活用ください。申請開始時期については当事

務所または道の各担当課までお問い合わせください。 
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10 月 29～11 月 1 日の日程で長崎・熊本を訪問しました。 

詳細なレポートについてはホームページの活動報告に掲載していますので

ご覧ください。（右の 2 次元バーコードまたは、11 月 6～7 日投稿の活動報告をご覧ください） 
  

in  

記念講演「長崎からアジアの平和を展望

する」、分科会では「子供の貧困問題と後退

する社会保障」に参加しました。 
             

  

 道では観光振興を目的とした新税導入について検討されていま

す。先行して導入されている長崎市に取り組みと経過について伺

いました。 
  

  

 道議会ではラピダスの誘致に伴う様々な課題が大きな論点の一

つとなっています。熊本県に設立する新

工場 JASM では 2024 年末に生産開始が

予定されており、県の対応や現状につい

て伺いました。 
     

  

 半導体分野の研究や教育について、企業や研究機関との連携、教員

の確保や新課程設置などの組織整備、JASM 設立に伴う人材確保のオ

ーダーへの対応などについて伺いました。 
   
 

 
北海道議会では会派を超えて人権問題などの視点で研究や議論を行う場としての「ダイバーシ

ティ研究会」が発足し、第 4 回定例会中に 2 回目が開催されました。環境生活部くらし安全局道民

生活課より「性的マイノリティへの理解について」と題し、性的指向や性自認に関する基本的なこと

や、当事者がどんなことに困っているか、パートナーシップ制度の

導入状況や同性婚の判決状況などについてお話しいただきまし

た。今回は 40 名あまりの議員が参加しました。それぞれ考えはあ

るかと思いますが、自由な議論や勉強を重ね、おたがいの主張を

理解し合うことは有意義なことだと考えています。 
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平日毎朝 8～9 時に区内 2 か所に

おいて日頃の活動や議会での質問など

についてお話しするとともに、冬季は、歩

道の除雪や滑り止め剤撒きも行っていま

す。また、毎週日曜日に路上での交通安

全の啓発活動を行っています。みなさま

からのご意見をお預かりしたり、交流を

深めるきっかけとなればと思っています。見かけたらどうぞお気軽にお声

かけください。 
   
 

 
LGBTQ に関することをはじめジェンダー平等、人権などのテー

マを中心に、各団体や学校、事業所などでの講演やトークセッショ

ンなどを行っています。また、高校や大学での研究発表のための

問い合わせやインタビュー等も多数お寄せいただいています。多

様な人が認められ、活躍できる社会を目指す上で、わたしの生い

立ちに関する話や議会でのこれまでの取り組みなどについて多く

の方に知っていただくことは重要な活動と考えていますので遠慮

なくお問い合わせいただければと思います。オンラインでの講演も受け付けています。 
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